萬葉集の天平十年　：　石上乙麻呂、元興寺僧、豊嶋采女 by 影山, 尚之
萬
葉
集
の
天
平
十
年
石
上
乙
麻
呂
、
元
興
寺
僧
、
豊
嶋
采
女
影
山
尚
之
は
じ
め
に
一
天
平
十
年
の
萬
葉
集
二
石
上
乙
麻
呂
関
係
歌
群
三
各
歌
の
展
開
と
乙
麻
呂
の
人
物
像
四
人
に
知
ら
え
ず
む
す
び
萬
葉
集
「
石
上
乙
麻
呂
関
係
歌
群
」（
巻
六
・
一
〇
一
九
〜
一
〇
二
三
）
は
、
作
品
の
外
形
が
す
で
に
異
様
で
、
配
列
位
置
に
も
不
審
が
抱
か
れ
て
き
た
が
、
そ
こ
に
遺
漏
や
齟
齬
を
見
る
べ
き
で
は
な
く
て
、
巻
六
の
意
図
の
投
影
と
把
握
す
る
の
が
よ
い
。
同
巻
天
平
十
年
に
配
さ
れ
る
「
元
興
寺
僧
自
嘆
歌
」
（
一
〇
一
八
）、「
右
大
臣
橘
家
宴
歌
」（
一
〇
二
三
〜
一
〇
二
七
）
と
あ
わ
せ
観
察
す
る
と
き
に
は
、
あ
る
種
の
歴
史
認
識
を
析
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
当
該
歌
群
は
そ
の
も
と
に
巧
み
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
と
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
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は
じ
め
に
天
平
と
平
成
と
の
干
支
の
巡
り
合
わ
せ
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
い
ま
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
を
す
こ
し
だ
け
思
い
出
し
て
み
た
い
。
試
み
に
平
成
十
年
十
月
五
日
付
朝
刊
を
見
る
と
、
紙
面
は
大
き
く
「
和
歌
山
毒
入
り
カ
レ
ー
事
件
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
銀
行
淘
汰
の
文
字
が
各
頁
に
躍
り
、
野
球
は
横
浜
が
首
位
で
最
下
位
阪
神
、
夜
九
時
か
ら
「
失
楽
園
」
の
放
送
が
あ
っ
て
、
当
時
の
総
理
は
故
小
渕
恵
三
氏
だ
っ
た
。
十
月
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
い
が
、
奈
良
県
天
理
市
の
黒
塚
古
墳
で
三
十
三
面
の
三
角
縁
神
獣
鏡
が
発
見
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。
五
十
歳
を
過
ぎ
た
者
に
は
ど
れ
も
記
憶
に
新
し
い
出
来
事
な
が
ら
、
慌
た
だ
し
い
暮
ら
し
の
中
で
は
思
い
出
す
さ
え
稀
な
こ
と
ば
か
り
で
も
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
年
の
流
行
語
大
賞
は
「
ハ
マ
の
大
魔
神
」
と
「
だ
っ
ち
ゅ
う
ー
の
」、「
今
年
の
漢
字
」
は
「
毒
」
で
あ
っ
た
。
一
天
平
十
年
の
萬
葉
集
土
屋
文
明
『
萬
葉
集
年
表
』（
以
下
『
年
表
』
と
略
称
）
は
天
平
十
年
に
属
す
る
作
歌
を
次
の
よ
う
に
掲
出
す
る
。
行
論
の
便
宜
上
、
題
詞
下
に
①
か
ら
⑥
の
符
号
を
付
し
て
お
く
。
御
在
西
池
邊
肆
宴
歌
一
首
①
八
一六五〇
×
池
の
辺
の
松
の
末
葉
に
降
る
雪
は
五
百
重
降
り
敷
け
明
日
さ
へ
も
見
む
右
一
首
作
者
未
詳
但
竪
子
阿
倍
朝
臣
蟲
麻
呂
傳
誦
之
十
年
七
月
七
日
之
夜
獨
仰
天
漢
聊
述
懐
一
首
②
一七
三九〇〇
織
女
し
舟
乗
り
す
ら
し
ま
そ
鏡
清
き
月
夜
に
雲
立
ち
渡
る
右
一
首
大
伴
宿
祢
家
持
作
右
大
臣
橘
家
宴
歌
七
首
③
八
一五七四
雲
の
上
に
鳴
く
な
る
雁
の
遠
け
ど
も
君
に
逢
は
む
と
た
も
と
ほ
り
来
つ
八
一五七五
雲
の
上
に
鳴
き
つ
る
雁
の
寒
き
な
へ
萩
の
下
葉
は
も
み
ち
ぬ
る
か
も
右
二
首
八
一五七六
こ
の
岡
に
雄
鹿
踏
み
起
こ
し
う
か
ね
ら
ひ
か
も
か
も
す
ら
く
君
故
に
こ
そ
右
一
首
長
門
守
巨
曽
倍
朝
臣
津
嶋
八
一五七七
秋
の
野
の
尾
花
が
末
を
押
し
な
べ
て
来
し
く
も
著
く
逢
へ
る
君
か
も
八
一五七八
今
朝
鳴
き
て
行
き
し
雁
が
音
寒
み
か
も
こ
の
野
の
浅
茅
色
付
き
に
け
る右
二
首
阿
倍
朝
臣
蟲
麻
呂
八
一五七九
朝
戸
開
け
て
物
思
ふ
時
に
白
露
の
置
け
る
秋
萩
見
え
つ
つ
67 萬葉集の天平十年
も
と
な
八
一五八〇
さ
雄
鹿
の
来
立
ち
鳴
く
野
の
秋
萩
は
露
霜
負
ひ
て
散
り
に
し
も
の
を
右
二
首
文
忌
寸
馬
養
天
平
十
年
戊
寅
秋
八
月
廿
日
秋
八
月
廿
日
宴
右
大
臣
橘
家
歌
四
首
④
六
一〇二四
長
門
な
る
沖
つ
借
島
奥
ま
へ
て
我
が
思
ふ
君
は
千
歳
に
も
が
も
右
一
首
長
門
守
巨
曽
倍
對
馬
朝
臣
六
一〇二五
奥
ま
へ
て
我
を
思
へ
る
我
が
背
子
は
千
歳
五
百
歳
あ
り
こ
せ
ぬ
か
も
右
一
首
右
大
臣
和
歌
六
一〇二六
×
も
も
し
き
の
大
宮
人
は
今
日
も
か
も
暇
を
な
み
と
里
に
出
で
ざ
ら
む右
一
首
右
大
臣
傳
云
故
豊
嶋
采
女
歌
六
一〇二七
×
橘
の
本
に
道
踏
む
八
ち
ま
た
に
物
を
そ
思
ふ
人
に
知
ら
え
ず
右
一
首
右
大
辨
高
橋
安
麻
呂
卿
語
云
故
豊
嶋
采
女
之
作
也
但
或
本
云
三
方
沙
弥
戀
妻
苑
臣
作
歌
然
則
豊
嶋
采
女
當
時
當
所
口
吟
此
歌
十
年
戊
寅
元
興
寺
之
僧
自
嘆
歌
一
首
⑤
六
一〇一八
白
玉
は
人
に
知
ら
え
ず
知
ら
ず
と
も
よ
し
知
ら
ず
と
も
我
し
知
れ
ら
ば
知
ら
ず
と
も
よ
し
右
一
首
或
云
元
興
寺
之
僧
獨
覺
多
智
未
有
顕
聞
衆
諸
狎
侮
因
此
僧
作
此
歌
自
嘆
身
才
也
橘
朝
臣
奈
良
麻
呂
結
集
宴
歌
十
一
首
⑥
八
一五八一
手
折
ら
ず
て
散
り
な
ば
惜
し
と
我
が
思
ひ
し
秋
の
黄
葉
を
か
ざ
し
つ
る
か
も
八
一五八二
め
づ
ら
し
き
人
に
見
せ
む
と
も
み
ち
葉
を
手
折
り
そ
我
が
来
し
雨
の
降
ら
く
に
右
二
首
橘
朝
臣
奈
良
麻
呂
八
一五八三
も
み
ち
葉
を
散
ら
す
し
ぐ
れ
に
濡
れ
て
来
て
君
が
黄
葉
を
か
ざ
し
つ
る
か
も
右
一
首
久
米
女
王
八
一五八四
め
づ
ら
し
と
我
が
思
ふ
君
は
秋
山
の
初
も
み
ち
葉
に
似
て
こ
そ
あ
り
け
れ
右
一
首
長
忌
寸
娘
八
一五八五
奈
良
山
の
峰
の
も
み
ち
葉
取
れ
ば
散
る
し
ぐ
れ
の
雨
し
間
な
く
降
る
ら
し
右
一
首
内
舎
人
縣
犬
養
宿
祢
吉
男
八
一五八六
も
み
ち
葉
を
散
ら
ま
く
惜
し
み
手
折
り
来
て
今
夜
か
ざ
し
つ
何
か
思
は
む
68
右
一
首
縣
犬
養
宿
祢
持
男
八
一五八七
あ
し
ひ
き
の
山
の
も
み
ち
葉
今
夜
も
か
浮
か
び
行
く
ら
む
山
川
の
瀬
に右
一
首
大
伴
宿
祢
書
持
八
一五八八
奈
良
山
を
に
ほ
は
す
黄
葉
手
折
り
来
て
今
夜
か
ざ
し
つ
散
ら
ば
散
る
と
も
右
一
首
三
手
代
人
名
八
一五八九
露
霜
に
あ
へ
る
黄
葉
を
手
折
り
来
て
妹
は
か
ざ
し
つ
後
は
散
る
と
も
右
一
首
秦
許
遍
麻
呂
八
一五九〇
十
月
し
ぐ
れ
に
あ
へ
る
も
み
ち
葉
の
吹
か
ば
散
り
な
む
風
の
ま
に
ま
に右
一
首
大
伴
宿
祢
池
主
八
一五九一
も
み
ち
葉
の
過
ぎ
ま
く
惜
し
み
思
ふ
ど
ち
遊
ぶ
今
夜
は
明
け
ず
も
あ
ら
ぬ
か
右
一
首
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
以
前
冬
十
月
十
七
日
集
於
右
大
臣
橘
卿
之
舊
宅
宴
飲
也１
）
『
年
表
』
が
①
を
天
平
十
年
に
帰
属
さ
せ
た
の
は
『
萬
葉
代
匠
記
』
が
続
日
本
紀
天
平
十
年
七
月
癸
酉
条
の
肆
宴
記
事
「
晩
頭
転
御
西
池
宮
」
を
引
用
し
た
こ
と
に
拠
る
が
、「
そ
の
時
梅
の
詩
を
召
さ
れ
た
り
と
伝
ふ
れ
ど
、
こ
の
歌
冬
の
歌
な
れ
ば
そ
の
時
の
歌
に
は
あ
ら
ず
、
古
歌
を
誦
せ
る
と
し
て
も
、
此
の
時
な
り
や
否
や
不
明
な
り
」
と
土
屋
自
ら
書
き
付
け
る
よ
う
に
、
作
歌
年
次
不
明
と
し
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
る
。
③
と
④
は
と
も
に
八
月
二
十
日
橘
諸
兄
宅
に
お
け
る
宴
席
詠
を
巻
六
と
巻
八
に
分
載
し
た
も
の
、
⑥
は
十
月
十
七
日
に
橘
諸
兄
の
奈
良
の
旧
宅
で
開
か
れ
た
宴
席
の
歌
々
で
あ
り
、
こ
の
年
に
諸
兄
関
係
歌
の
占
め
る
割
合
が
異
常
に
高
い
こ
と
は
目
を
引
く
。
続
日
本
紀
は
天
平
十
年
正
月
壬
午
条
に
「
是
日
、
授
大
納
言
従
三
位
橘
宿
禰
諸
兄
正
三
位
、
拝
右
大
臣
」
の
記
事
を
留
め
る
の
で
、
八
月
・
十
月
に
連
続
す
る
宴
に
は
こ
の
年
の
諸
兄
の
栄
達
に
祝
福
を
お
く
る
意
味
が
添
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
巻
六
に
編
集
さ
れ
た
四
首
宴
席
詠
の
意
義
に
つ
い
て
は
す
こ
し
考
え
る
べ
き
点
が
あ
る
（
後
述
）。
『
年
表
』
の
天
平
十
年
は
右
の
と
お
り
だ
が
、
萬
葉
集
巻
六
は
天
平
十
年
作
歌
と
し
て
⑤
と
④
と
の
間
に
石
上
乙
麻
呂
関
係
歌
を
配
列
す
る
。
念
の
た
め
巻
六
に
お
け
る
同
年
の
全
体
を
俯
瞰
し
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
の
本
文
引
用
は
塙
書
房
刊
『
補
訂
版
萬
葉
集
本
文
篇
』
を
用
い
る
。
十
年
戊
寅
元
興
寺
之
僧
自
嘆
歌
一
首
⑤
白
珠
者
人
尓
不
所
知
不
知
友
縦
雖
不
知
吾
之
知
有
者
不
知
友
任
意
（
６
・
一
〇
一
八
）
右
一
首
或
云
元
興
寺
之
僧
獨
覺
多
智
未
有
顕
聞
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衆
諸
狎
侮
因
此
僧
作
此
歌
自
嘆
身
才
也
石
上
乙
麻
呂
卿
配
土
佐
國
之
時
歌
三
首
短
歌
石
上
振
乃
尊
者
弱
女
乃
或
尓
縁
而
馬
自
物
縄
取
附
肉
自
物
弓
圍
而
王
命
恐
天
離
夷
部
尓
退
古
衣
又
打
山
従
還
来
奴
香
聞
（
６
・
一
〇
一
九
）
王
命
恐
見
刺
並
國
尓
出
座
愛
耶
吾
背
乃
公
矣
繫
巻
裳
湯
々
石
恐
石
住
吉
乃
荒
人
神
船
舳
尓
牛
吐
賜
付
賜
将
嶋
之
埼
前
依
賜
将
礒
乃
埼
前
荒
浪
風
尓
不
令
遇
莫
管
見
身
疾
不
有
急
令
變
賜
根
本
國
部
尓
（
６
・
一
〇
二
〇
、
一
〇
二
一
）
父
公
尓
吾
者
真
名
子
叙
刀
自
尓
吾
者
愛
兒
叙
参
昇
八
十
氏
人
乃
手
向
為
恐
乃
坂
尓
幣
奉
吾
者
叙
追
遠
杵
土
左
道
矣
（
６
・
一
〇
二
二
）
反
歌
一
首
大
埼
乃
神
之
小
濱
者
雖
小
百
船
純
毛
過
迹
云
莫
國
（
６
・
一
〇
二
三
）
秋
八
月
廿
日
宴
右
大
臣
橘
家
歌
四
首
④
長
門
有
奥
津
借
嶋
奥
真
経
而
吾
念
君
者
千
歳
尓
母
我
毛
（
６
・
一
〇
二
四
）
右
一
首
長
門
守
巨
曽
倍
對
馬
朝
臣
奥
真
経
而
吾
乎
念
流
吾
背
子
者
千
年
五
百
歳
有
巨
勢
奴
香
聞
（
６
・
一
〇
二
五
）
右
一
首
右
大
臣
和
歌
百
磯
城
乃
大
宮
人
者
今
日
毛
鴨
暇
跡
里
尓
不
出
将
有
（
６
・
一
〇
二
六
）
右
一
首
右
大
臣
傳
云
故
豊
嶋
采
女
歌
橘
本
尓
道
履
八
衢
尓
物
乎
曽
念
人
尓
不
所
知
（
６
・
一
〇
二
七
）
右
一
首
右
大
辨
高
橋
安
麻
呂
卿
語
云
故
豊
嶋
采
女
之
作
也
但
或
本
云
三
方
沙
弥
戀
妻
苑
臣
作
歌
然
則
豊
嶋
采
女
當
時
當
所
口
吟
此
歌
『
年
表
』
は
一
〇
一
九
〜
一
〇
二
三
歌
を
天
平
十
年
か
ら
除
外
し
て
天
平
十
一
年
に
収
載
し
て
い
た
。
続
日
本
紀
天
平
十
一
年
三
月
庚
申
条
に
「
石
上
朝
臣
乙
麻
呂
坐
久
米
連
若
売
、
配
流
土
左
国
。
若
売
配
下
総
国
焉
」
と
あ
る
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
萬
葉
集
と
正
史
と
の
間
に
齟
齬
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
、
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釈
』
は
右
記
事
に
触
れ
て
「
こ
こ
に
天
平
十
年
の
條
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
編
者
の
誤
か
」
と
い
い
、
吉
井
巌
氏
『
萬
葉
集
全
注
巻
第
六
』
は
、「
事
件
が
十
年
に
起
っ
た
と
い
ふ
強
い
印
象
が
編
者
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
は
れ
る
」
と
し
た
五
味
智
英
の
言２
）
を
引
き
つ
つ
も
「
編
者
の
思
い
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
事
は
動
か
な
い
」
と
断
じ
る
。
そ
の
判
断
は
、
巻
六
全
体
を
貫
く
原
理
と
し
て
「
歴
史
的
関
心
」
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
天
平
元
年
、
七
年
、
十
三
〜
十
四
年
の
作
歌
70
を
欠
き
な
が
ら
、
巻
六
は
と
も
か
く
天
平
十
六
年
甲
申
ま
で
、
忠
実
に
年
月
を
追
っ
て
作
歌
を
並
べ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
そ
こ
に
執
拗
な
歴
史
的
関
心
を
み
る３
）
。
「
忠
実
」
な
配
列
方
針
を
強
調
す
る
と
き
に
は
、
な
る
ほ
ど
石
上
乙
麻
呂
関
係
歌
の
処
置
は
誤
認
と
見
な
す
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。
渡
瀬
昌
忠
氏
は
久
米
若
売
の
服
喪
（
亡
夫
宇
合
に
対
す
る
）
を
勘
案
し
て
乙
麻
呂
と
の
私
通
事
件
が
起
き
た
時
期
を
天
平
十
年
八
月
五
日
以
後
と
推
算
し
た
が４
）
、
一
連
の
歌
の
内
容
が
配
流
後
の
乙
麻
呂
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
ど
う
辻
褄
を
合
わ
そ
う
と
し
て
も
萬
葉
集
の
配
列
を
正
史
と
整
合
さ
せ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
「
天
武
・
持
統
系
の
最
後
の
男
帝
で
あ
る
聖
武
天
皇
治
世
を
記
念
し
よ
う
と
し
て
編
ま
れ
た
雑
歌
集
」
が
巻
六
で
あ
る
と
す
る
吉
井
氏
の
認
定
は
、
こ
ん
に
ち
広
く
承
認
さ
れ
て
い
る
。「
聖
武
朝
の
開
始
を
高
ら
か
に
語
る
」
養
老
七
年
吉
野
行
幸
歌
に
は
じ
ま
り
、
年
代
明
記
歌
の
最
後
が
「
聖
武
天
皇
唯
一
の
皇
子
」
安
積
皇
子
の
薨
ず
る
天
平
十
六
年
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
後
部
に
年
代
不
明
歌
を
続
け
る
巻
六
の
組
織
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
説
く
。
安
積
皇
子
薨
去
の
天
平
十
六
年
は
、
事
実
上
の
天
武
・
持
統
系
皇
統
の
断
絶
を
決
定
し
た
年
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
聖
武
天
皇
が
実
質
的
治
世
を
放
棄
す
る
に
至
る
契
機
と
な
っ
た
、
聖
武
朝
治
世
の
輝
き
の
消
え
ゆ
く
年
で
も
あ
っ
た
。
…
（
中
略
）
…
思
う
に
、
聖
武
天
皇
治
世
が
ま
だ
そ
の
余
命
を
つ
づ
け
な
が
ら
、
実
際
に
は
そ
の
幕
を
お
ろ
し
た
と
い
う
歴
史
認
識
、
そ
れ
が
、
年
代
明
示
の
作
を
天
平
十
六
年
に
お
い
て
打
ち
切
り
、
そ
の
後
に
、
年
代
不
明
の
ま
ま
で
、
巻
頭
に
対
応
す
る
巻
尾
の
儀
礼
歌
群
を
置
い
て
、
巻
六
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
、
終
わ
り
の
確
定
し
な
い
、
意
図
的
な
無
時
間
の
形
式
を
と
ら
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る５
）
。
巻
六
が
「
歴
史
」
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
は
、
年
次
を
追
っ
て
編
む
体
裁
を
と
ら
え
る
だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
吉
井
氏
の
い
う
「
歴
史
認
識
」「
無
時
間
」
を
引
き
受
け
つ
つ
神
野
志
隆
光
氏
は
、
巻
一
、
二
の
も
と
に
つ
く
っ
て
き
た
「
歴
史
」
神
と
し
て
の
天
皇
た
ち
の
歴
史
は
こ
こ
で
画
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
巻
六
は
、
巻
頭
も
、
巻
末
部
も
、
こ
の
巻
が
巻
一
、
二
と
つ
な
が
っ
て
…
（
中
略
）
…
ひ
と
つ
の
「
歴
史
」
世
界
を
つ
く
る
も
の
と
し
て
見
る
こ
と
を
も
と
め
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ６
）
。
と
述
べ
る
。
卓
抜
な
洞
察
と
し
て
こ
れ
ら
一
連
の
発
言
を
受
け
止
め
た
い７
）
。
た
だ
し
こ
こ
で
弁
え
て
お
か
ね
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
神
野
志
論
が
「「
歴
史
」
世
界
を
つ
く
る
」
と
論
定
し
た
意
義
で
あ
る
。
神
野
志
氏
自
身
が
念
を
押
す
か
の
よ
う
に
「『
万
葉
集
』
は
、
独
自
な
み
ず
か
ら
の
「
歴
史
」
を
構
築
す
る
」
と
述
べ
る
と
お
り
だ
。
つ
ま
り
巻
六
の
「
歴
史
」
へ
の
志
向
は
、
歴
史
的
時
間
軸
に
沿
っ
て
歌
を
並
べ
る
こ
と
で
史
実
の
活
写
を
図
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
歌
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に
よ
っ
て
（
歌
の
配
列
に
よ
っ
て
）
歴
史
を
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
天
平
五
年
の
位
置
に
次
の
よ
う
な
歌
々
が
並
ぶ
事
実
を
注
視
し
よ
う
。
五
年
癸
酉
超
草
香
山
時
神
社
忌
寸
老
麻
呂
作
歌
二
首
（
６
・
九
七
六
〜
九
七
七
）
山
上
臣
憶
良
沈
痾
之
時
歌
一
首
（
６
・
九
七
八
）
大
伴
坂
上
郎
女
与
姪
家
持
従
佐
保
還
西
宅
歌
一
首
（
６
・
九
七
九
）
安
倍
朝
臣
蟲
麻
呂
月
歌
一
首
（
６
・
九
八
〇
）
大
伴
坂
上
郎
女
月
歌
三
首
６
・
九
八
一
〜
九
八
三
）
豊
前
國
娘
子
月
歌
一
首
娘
子
字
曰
大
宅
姓
氏
未
詳
也（
６
・
九
八
四
）
湯
原
王
月
歌
二
首
（
６
・
九
八
五
〜
九
八
六
）
藤
原
八
束
朝
臣
月
歌
一
首
（
６
・
九
八
七
）
市
原
王
宴
禱
父
安
貴
王
歌
一
首
（
６
・
九
八
八
）
湯
原
王
打
酒
歌
一
首
（
６
・
九
八
九
）
紀
朝
臣
鹿
人
跡
見
茂
岡
之
松
樹
歌
一
首
（
６
・
九
九
〇
）
同
鹿
人
至
泊
瀬
河
邊
作
歌
一
首
（
６
・
九
九
一
）
大
伴
坂
上
郎
女
詠
元
興
寺
之
里
歌
一
首
（
６
・
九
九
二
）
同
坂
上
郎
女
初
月
歌
一
首
（
６
・
九
九
三
）
大
伴
宿
祢
家
持
初
月
歌
一
首
（
６
・
九
九
四
）
大
伴
坂
上
郎
女
宴
親
族
歌
一
首
（
６
・
九
九
五
）
右
は
、
常
識
的
に
み
て
天
平
五
年
作
で
あ
る
こ
と
の
強
固
な
規
定
を
強
く
受
け
る
と
は
考
え
に
く
い
歌
の
連
続
で
あ
る
。
は
じ
め
の
二
件
は
と
も
か
く
、
破
線
を
施
し
た
事
例
は
王
族
や
大
伴
氏
・
紀
氏
の
親
族
間
に
お
け
る
宴
席
詠
で
あ
り
、
宴
の
開
催
時
が
実
際
に
天
平
五
年
で
あ
っ
た
の
だ
と
し
て
も
、
先
掲
Ｃ
・
Ｄ
の
よ
う
に
月
日
ま
で
を
記
録
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
年
そ
の
月
で
あ
る
こ
と
が
さ
ほ
ど
重
大
な
意
味
を
帯
び
た
と
は
思
わ
れ
ず
、「
月
歌
」
と
題
す
る
歌
々
（
傍
線
部
）
に
至
っ
て
は
な
お
さ
ら
天
平
五
年
で
あ
る
こ
と
の
積
極
的
な
意
義
や
根
拠
を
見
出
し
に
く
い
。
い
わ
ば
、
ど
の
年
の
詠
で
あ
っ
て
も
差
し
支
え
の
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
吉
井
氏
が
用
い
た
の
と
は
違
う
意
味
で
特
定
の
時
間
に
制
限
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
「
無
時
間
」
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
「
史
実
」
の
構
築
に
機
能
し
え
な
い
歌
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
詠
歌
の
連
続
が
あ
る
種
の
「
歴
史
」
を
語
っ
て
い
る
の
だ
と
予
測
し
て
あ
え
て
そ
の
内
実
を
問
う
と
し
た
ら
、
天
平
五
年
に
は
平
城
京
内
の
王
族
貴
族
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
に
邸
宅
で
月
を
愛
で
酒
を
た
し
な
む
穏
や
か
な
日
常
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
、
あ
ま
ね
く
風
流
が
浸
透
し
奈
良
の
都
の
理
想
的
繁
栄
が
実
現
し
て
い
る
と
い
う
証
言
、
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
巻
六
が
描
き
出
す
「
歴
史
」
に
か
か
る
側
面
の
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。
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天
平
五
年
に
限
っ
て
い
え
ば
、
こ
の
証
言
は
あ
る
い
は
次
の
よ
う
な
社
会
情
勢
と
無
関
係
で
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
己
亥
、
此
夏
陽
旱
、
百
姓
不
佃
。
（
続
日
本
紀
天
平
四
年
六
月
条
）
丙
寅
、
地
震
。（
同
・
天
平
四
年
七
月
条
）
丁
酉
、
大
風
雨
。
壊
百
姓
廬
舎
及
処
処
仏
寺
堂
塔
。
是
夏
、
少
雨
。
秋
稼
不
稔
。（
同
・
天
平
四
年
八
月
条
）
辛
卯
、
地
震
。（
同
・
天
平
四
年
十
二
月
条
）
丙
寅
、
芳
野
監
、
讃
岐
・
淡
路
等
国
、
去
年
不
登
。
百
姓
飢
饉
。
（
同
・
天
平
五
年
正
月
条
）
乙
亥
、
紀
伊
国
旱
損
。（
同
・
天
平
五
年
二
月
条
）
甲
申
、
大
倭
・
河
内
五
穀
不
登
、
百
姓
飢
饉
。
（
同
・
天
平
五
年
二
月
条
）
戊
子
、
諸
王
飢
乏
者
二
百
十
三
人
、
召
入
於
殿
前
、
各
賜
米
塩
。
（
同
・
天
平
五
年
閏
三
月
条
）
任
意
に
抜
き
出
し
た
記
事
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
う
し
た
記
録
が
語
る
現
実
と
、
月
を
愛
で
酒
を
嗜
む
歌
々
が
畳
み
か
け
ら
れ
る
あ
り
よ
う
と
の
間
に
露
わ
に
な
る
矛
盾
・
齟
齬
に
こ
そ
、
萬
葉
集
を
貫
く
思
想
性
歴
史
認
識
を
看
取
す
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
翌
天
平
六
年
冒
頭
の
一
首
、
六
年
甲
戌
海
犬
養
宿
祢
岡
麻
呂
應
詔
歌
一
首
御
民
我
生
け
る
験
あ
り
天
地
の
栄
ゆ
る
時
に
あ
へ
ら
く
思
へ
ば
（
６
・
九
九
六
）
が
描
き
出
す
皇
都
の
絶
頂
期
は
、
ま
さ
に
前
年
の
和
楽
と
風
流
の
蓄
積
が
も
た
ら
し
た
必
然
的
帰
結
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
巻
六
の
ね
ら
い
を
見
届
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
天
平
十
年
に
話
題
を
戻
す
な
ら
、
元
興
寺
の
僧
の
「
自
嘆
歌
」
も
同
じ
く
時
間
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
詠
で
あ
る
。
後
述
の
ご
と
く
こ
の
一
首
が
天
平
十
年
作
で
あ
る
と
こ
ろ
に
積
極
的
意
義
を
探
る
試
み
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
当
た
る
ま
い
。
僧
侶
の
憤
懣
も
し
く
は
忸
怩
た
る
内
面
の
吐
露
が
、
あ
る
限
定
さ
れ
た
年
月
日
に
結
合
す
る
と
は
と
う
て
い
思
え
な
い
。
そ
う
い
う
詠
を
配
列
す
る
箇
所
に
、
石
上
乙
麻
呂
関
係
歌
が
隣
接
し
て
い
る
事
実
を
重
く
見
た
い
。
二
石
上
乙
麻
呂
関
係
歌
群
石
上
乙
麻
呂
卿
配
土
左
國
之
時
歌
三
首
短
歌
Ａ
石
上
布
留
の
尊
は
た
わ
や
め
の
惑
ひ
に
因
り
て
馬
じ
も
の
縄
取
り
付
け
鹿
じ
も
の
弓
矢
囲
み
て
大
君
の
命
恐
み
天
離
る
夷
辺
に
罷
る
古
衣
真
土
山
よ
り
帰
り
来
ぬ
か
も
（
６
・
一
〇
一
九
）
Ｂ
大
君
の
命
恐
み
さ
し
並
ぶ
国
に
出
で
ま
す
は
し
き
や
し
我
が
背
の
君
を
か
け
ま
く
も
ゆ
ゆ
し
恐
し
住
吉
の
現
人
神
船
舳
に
う
し
は
き
た
ま
ひ
着
き
た
ま
は
む
島
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崎
々
寄
り
た
ま
は
む
磯
の
崎
々
荒
き
波
風
に
あ
は
せ
ず
障
み
な
く
病
あ
ら
せ
ず
速
け
く
帰
し
た
ま
は
ね
本
の
国
辺
に
（
６
・
一
〇
二
〇
、
一
〇
二
一
）
Ｃ
父
君
に
我
は
愛
子
ぞ
母
刀
自
に
我
は
愛
子
ぞ
参
ゐ
上
る
八
十
氏
人
の
手
向
す
る
恐
の
坂
に
幣
奉
り
我
は
ぞ
追
へ
る
遠
き
土
左
道
を
（
６
・
一
〇
二
二
）
反
歌
一
首
Ｄ
大
崎
の
神
の
小
浜
は
狭
け
ど
も
百
舟
人
も
過
ぐ
と
い
は
な
く
に
（
６
・
一
〇
二
三
）
各
々
が
石
上
乙
麻
呂
の
配
流
に
か
か
わ
る
詠
作
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
例
と
不
審
を
抱
え
て
お
り
、
も
と
よ
り
巻
六
内
部
に
か
よ
う
な
違
和
感
を
抱
か
せ
る
歌
群
は
ほ
か
に
な
く
、
扱
い
に
く
い
作
品
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
一
覧
す
る
だ
け
で
す
ぐ
さ
ま
次
の
よ
う
な
不
審
点
が
見
出
さ
れ
る
。
ア
作
者
明
記
の
巻
に
あ
り
な
が
ら
各
歌
の
作
者
を
記
さ
な
い
。
例
外
的
に
作
者
不
明
歌
を
収
録
す
る
場
合
は
作
者
未
詳
注
記
を
施
す
の
が
ふ
つ
う
だ
が
、
そ
れ
も
な
い
。
イ
「
短
歌
」
と
題
詞
下
に
記
す
の
に
Ａ
・
Ｂ
に
は
短
歌
（
反
歌
）
を
伴
わ
な
い
。
三
首
の
長
歌
に
一
首
の
反
歌
が
続
く
と
い
う
様
態
は
ほ
か
に
見
い
だ
し
が
た
い
。
ア
に
関
し
て
は
、
Ｂ
歌
の
左
に
「
右
二
首
、
石
上
卿
妻
作
」、
Ｄ
歌
の
左
に
「
右
二
首
、
石
上
卿
作
」
を
補
入
す
る
『
萬
葉
集
古
義
』
の
処
置
や
、
す
べ
て
を
乙
麻
呂
作
と
解
す
る
『
萬
葉
集
全
註
釈
』
の
判
断
も
あ
っ
た
が
、
む
ろ
ん
い
ず
れ
に
も
従
え
な
い
。
伊
藤
博
氏
が
、
す
な
お
に
読
め
ば
、
Ａ
が
乙
麻
呂
に
同
情
し
た
誰
か
わ
か
ら
ぬ
第
三
者
、
Ｂ
が
乙
麻
呂
の
妻
、
Ｃ
が
乙
麻
呂
自
身
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
の
目
に
も
は
っ
き
り
し
よ
う８
）
。
と
述
べ
た
よ
う
に
少
な
く
と
も
三
者
の
主
体
が
こ
の
歌
群
上
に
実
現
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
だ
。「
乙
麻
呂
の
妻
」「
乙
麻
呂
自
身
」
と
い
う
の
が
あ
く
ま
で
も
設
定
と
し
て
の
そ
れ
ら
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
か
か
る
歪
つ
を
抱
え
た
歌
群
は
必
ず
複
雑
な
形
成
過
程
を
予
感
さ
せ
る
。
た
と
え
ば
小
島
憲
之
氏
は
こ
れ
ら
の
歌
に
「
口
頭
的
要
素
」
を
指
摘
し
、「
歌
ひ
手
と
衆
と
に
よ
つ
て
生
ま
れ
た
歌
」
で
あ
る
と
し
て
「
編
纂
以
前
に
流
動
し
て
ゐ
た
」
も
の
と
推
測
、
さ
ら
に
反
歌
が
編
纂
時
点
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
乙
麻
呂
配
流
事
件
を
そ
れ
ぞ
れ
歌
つ
た
も
の
を
一
箇
處
に
集
め
、
最
後
に
机
上
に
於
て
述
作
と
し
て
反
歌
を
加
へ
た
も
の
、
ち
曲
的
ドラマティック
に
配
列
し
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
三
首
の
長
歌
の
原
姿
は
、
一
般
民
衆
を
中
心
と
す
る
歌
的
な
要
素
を
も
つ
も
の
と
思
は
れ
る９
）
。
伊
藤
博
氏
も
ま
た
、
歌
群
が
第
三
者
的
姿
勢
（
Ａ
）
か
ら
当
事
者
的
姿
勢
（
Ｂ
〜
Ｄ
）
に
転
換
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
と
ら
え
「
歌
語
り
」
の
術
語
を
も
っ
て
こ
れ
ら
を
説
く
。
一
方
で
中
西
進
氏
は
歌
謡
的
性
74
格
を
否
定
し
、「
こ
の
一
連
は
同
一
人
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
一
連
を
三
段
に
分
っ
て
同
一
人
が
作
っ
て
い
る
」
と
断
定
、
主
体
の
異
な
る
三
つ
の
長
歌
と
い
う
「
複
式
構
成
」
は
中
国
の
情
詩
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る10
）
。
す
れ
ば
そ
の
作
者
は
逸
名
の
文
人
と
い
う
こ
と
に
落
ち
着
こ
う
。
ま
た
、
渡
瀬
昌
忠
氏
は
流
下
型
「
四
人
構
成
」
の
原
理
を
当
該
歌
群
に
も
指
摘
し
て
、
残
さ
れ
て
待
つ
親
属
・
故
旧
と
、
配
さ
れ
て
行
く
流
人
の
乙
麻
呂
と
が
、
互
い
に
歌
い
か
わ
し
た
別
れ
の
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
乙
麻
呂
自
身
の
作
で
も
な
け
れ
ば
、
自
然
発
生
的
に
歌
わ
れ
た
歌
謡
群
で
も
な
い
。
衝
撃
の
乙
麻
呂
配
流
事
件
、
権
力
に
引
か
れ
行
く
者
と
残
さ
れ
る
親
故
と
の
嘆
き
を
題
材
と
す
る
、
四
人
構
成
の
座
に
よ
る
、
あ
る
い
は
四
人
構
成
の
座
の
た
め
の
、
創
作
歌
群
で
あ
っ
た11
）
。
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
村
瀬
憲
夫
氏
は
用
語
・
用
字
の
特
徴
に
着
目
し
て
考
察
し
、
Ａ
・
Ｂ
歌
が
笠
金
村
も
し
く
は
そ
の
周
辺
の
歌
び
と
に
よ
っ
て
謡
い
つ
が
れ
た
歌
、
Ｃ
・
Ｄ
歌
は
そ
れ
を
承
け
て
田
辺
福
麻
呂
が
作
り
加
え
た
歌
と
結
論
、
一
連
は
福
麻
呂
歌
集
に
収
録
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る12
）
。
い
ず
れ
も
説
得
的
に
構
築
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
議
論
を
止
揚
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
右
に
想
定
さ
れ
て
い
る
過
程
が
さ
ら
に
複
合
的
に
作
用
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
も
す
る
。
も
っ
と
も
当
該
歌
群
は
、
た
だ
ち
に
そ
う
し
た
次
元
の
論
議
に
向
か
う
こ
と
を
実
は
許
さ
な
い
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
当
該
作
品
に
関
し
て
現
在
行
わ
れ
て
い
る
本
文
・
訓
は
高
度
な
校
訂
を
経
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
信
頼
性
は
必
ず
し
も
堅
固
で
は
な
い
。
細
か
い
こ
と
は
お
く
と
し
て
も
、
古
写
本
の
多
く
は
Ｂ
の
冒
頭
部
分
を
Ａ
に
対
す
る
反
歌
と
解
し
、
た
と
え
ば
西
本
願
寺
本
は
、
王
オホキミノ
命
恐
見
ミコトカシコミ
刺
並
之
サ
シ
ナ
ミ
シ
國
尓
出
座
耶
ク
ニ
ニ
イ
テ
マ
ス
ヤ
吾
背
乃
公
矣
ワ
カ
セ
ノ
キ
ミ
ヲ
と
訓
読
し
た
。
右
を
「
か
け
ま
く
も
」
以
下
と
一
続
き
の
長
歌
と
理
解
し
た
の
は
『
萬
葉
集
略
解
』
所
引
「
宣
長
云
或
人
説
」
が
最
初
で
あ
る
ら
し
く
、
宣
長
云
或
人
の
に
、
此
王
命
恐
云
々
は
次
な
る
長
歌
の
初
也
、
さ
て
出
座
の
下
文
字
脱
た
り
、
國
爾
出
座
、
○は
○し
○き
耶
○し
、
吾
背
乃
君
矣
、
繫
巻
裳
、
云
々
と
つ
ゞ
く
也
、
巻
十
九
長
歌
に
虚
見
津
云
々
和
我
勢
能
君
乎
懸
麻
久
乃
由
々
志
恐
伎
云
々
と
有
を
合
せ
見
て
知
べ
き
よ
し
い
へ
り
、
此
い
と
よ
し
、
と
し
て
以
後
、
こ
の
判
断
が
踏
襲
さ
れ
る
次
第
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
「
耶
」
を
ハ
シ
キ
ヤ
シ
の
一
部
と
推
定
し
た
慧
眼
に
は
敬
意
を
表
す
る
と
し
て
も
、
現
在
で
は
こ
の
種
の
誤
字
説
を
恣
意
的
と
し
て
退
け
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
澤
瀉
『
注
釈
』
に
、
こ
の
ハ
シ
キ
ヤ
シ
の
原
文
は
「
愛
耶
」
の
二
字
で
、「
愛
」
の
一
字
が
落
ち
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
と
部
分
修
正
さ
れ
た
見
解
が
意
外
に
も
支
持
を
集
め
、
今
日
す
で
に
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通
説
に
近
い
位
置
を
占
め
る
に
至
る
。
し
か
し
そ
の
校
訂
の
危
う
さ
は
、
岩
波
旧
大
系
ほ
か
が
『
萬
葉
集
古
義
』
所
引
吉
田
正
準
説
「
並
之
の
下
に
土
左
の
二
字
を
脱
せ
し
な
る
べ
し
」
を
評
価
し
て
採
用
し
た
、
大
君
の
命
恐
み
さ
し
並
ぶ
土
佐
の
国
に
出
で
ま
す
や
我
が
背
の
君
を
の
復
元
本
文
と
優
劣
の
差
が
な
い
程
度
だ
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
國
尓
出
座
耶
」
を
そ
の
ま
ま
に
「
ク
ニ
ニ
イ
デ
マ
ス
ヤ
」
と
訓
ん
で
お
く
か
、
あ
る
い
は
、
七
音
句
が
連
続
す
る
不
審
を
重
く
み
る
な
ら
一
句
分
の
脱
落
を
想
定
す
る
（
諸
本
に
存
在
し
な
い
文
字
を
補
う
の
で
な
く
）
に
留
め
る
の
が
穏
当
な
態
度
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
『
略
解
』
の
提
言
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
、
当
該
作
品
は
前
掲
イ
の
異
例
を
引
き
受
け
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
形
成
過
程
が
い
か
よ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
三
首
の
長
歌
に
対
し
て
反
歌
が
Ｄ
歌
一
首
の
み
と
い
う
、
題
詞
の
情
報
か
ら
明
ら
か
に
乖
離
し
た
様
態
を
合
理
的
に
解
く
手
段
は
見
当
た
ら
な
い
。
右
以
外
に
も
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
表
現
上
の
顕
著
な
類
似
が
見
ら
れ
る
「
天
平
五
年
贈
入
唐
使
歌
」、
そ
ら
み
つ
大
和
の
国
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
ゆ
お
し
照
る
難
波
に
下
り
住
吉
の
三
津
に
船
乗
り
直
渡
り
日
の
入
る
国
に
遣
は
さ
る
我
が
背
の
君
を
か
け
ま
く
の
ゆ
ゆ
し
恐
き
住
吉
の
我
が
大
御
神
船
の
舳
に
領
き
い
ま
し
船
艫
に
み
立
た
し
ま
し
て
さ
し
寄
ら
む
磯
の
崎
々
漕
ぎ
泊
て
む
泊
ま
り
泊
ま
り
に
荒
き
風
波
に
あ
は
せ
ず
平
け
く
率
て
帰
り
ま
せ
も
と
の
朝
廷
に
（
19
・
四
二
四
五
）
が
Ｂ
歌
の
成
立
に
ど
の
よ
う
に
関
与
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
Ｄ
歌
「
大
崎
の
神
の
小
浜
」
を
現
・
和
歌
山
県
海
南
市
下
津
町
大
崎
と
見
る
か
和
歌
山
市
加
太
町
に
求
め
る
か
と
い
う
地
理
上
の
問
題13
）
、
ま
た
、
渡
瀬
氏
前
掲
論
が
指
摘
す
る
よ
う
に
乙
麻
呂
の
父
・
石
上
麻
呂
は
早
く
他
界
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｄ
歌
で
「
父
君
に
我
は
愛
子
ぞ
」
と
う
た
う
意
図
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
な
ど
困
難
な
問
題
が
重
層
す
る
。
当
該
作
品
群
の
表
現
解
析
を
正
攻
法
的
に
行
お
う
と
し
て
も
そ
の
た
め
の
条
件
が
整
わ
な
い
の
で
あ
る
。
小
稿
が
天
平
十
年
に
配
列
さ
れ
た
詠
歌
群
の
俯
瞰
に
逃
げ
る
の
は
右
記
の
事
情
に
よ
る
。
三
各
歌
の
展
開
と
乙
麻
呂
の
人
物
像
か
よ
う
に
不
安
定
な
要
素
を
含
み
な
が
ら
も
、
各
歌
の
内
容
は
ひ
と
ま
ず
次
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る
。
前
掲
渡
瀬
論
に
倣
い
、
地
理
（
交
通
）
に
つ
い
て
も
付
記
し
て
お
く
。
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表
現
内
容
地
理
（
交
通
）
Ａ
時
の
人
に
よ
る
、
罪
人
・
乙
麻
呂
へ
の
同
情
真
土
山
（
陸
路
）
Ｂ
妻
・
家
人
に
よ
る
、
乙
麻
呂
の
無
事
の
帰
還
へ
の
切
実
な
願
い
さ
し
並
ぶ
国
（
海
路
）
Ｃ
被
配
流
者
自
身
に
よ
る
、
土
左
下
向
時
の
内
面
（
父
母
へ
の
思
い
）
恐
の
坂
・
土
左
道
（
陸
路
）
Ｄ
被
配
流
者
自
身
に
よ
る
、
本
州
最
終
地
点
に
お
け
る
感
慨
大
崎
の
神
の
小
浜
（
海
路
）
前
記
し
た
「
大
崎
の
神
の
小
浜
」
に
加
え
て
Ｃ
の
「
恐
の
坂
」
も
所
在
地
不
明
ゆ
え
確
言
で
き
な
い
が
、
Ａ
歌
に
「
真
土
山
」
が
う
た
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
測
す
る
に
、
四
首
は
都
か
ら
土
左
へ
の
行
程
の
推
移
す
な
わ
ち
時
間
の
推
移
に
沿
っ
て
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。「
馬
じ
も
の
…
鹿
じ
も
の
」
は
都
を
退
出
し
て
ゆ
く
時
点
の
乙
麻
呂
の
描
写
で
あ
り
、
Ｂ
歌
は
す
で
に
海
路
に
身
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
、
Ｃ
歌
で
は
目
的
地
土
左
が
旅
人
の
認
識
に
上
る
地
点
に
達
し
、
Ｄ
歌
は
い
よ
い
よ
紀
淡
海
峡
に
漕
ぎ
出
し
て
ゆ
く
、
と
い
う
次
第
だ
。
陸
路
を
う
た
う
も
の
と
海
路
を
う
た
う
も
の
と
が
き
れ
い
に
向
か
い
合
っ
て
見
え
る
点
は
、
前
掲
渡
瀬
論
文
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
右
の
よ
う
に
相
互
の
連
繫
を
予
測
さ
せ
る
一
方
で
、
各
歌
の
叙
述
自
体
に
緊
密
な
交
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
主
体
が
い
ち
い
ち
入
れ
替
わ
る
の
だ
か
ら
そ
れ
は
当
然
で
も
あ
ろ
う
が
、
Ａ
歌
が
配
流
の
原
因
と
し
て
明
言
す
る
「
た
わ
や
め
の
惑
ひ
」
は
Ｂ
歌
に
引
き
取
ら
れ
ず
、
単
に
「
大
君
の
命
恐
み
」
と
あ
た
か
も
遠
距
離
に
及
ぶ
官
旅
の
ご
と
く
に
う
た
わ
れ
、
Ｃ
歌
は
乙
麻
呂
を
案
じ
る
「
時
の
人
」「
妻
・
家
人
」
の
い
ず
れ
に
も
心
を
向
か
わ
せ
る
こ
と
な
く
「
父
母
」
だ
け
を
思
う
と
い
う
ふ
う
に
、
各
歌
は
み
ご
と
に
す
れ
違
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
先
立
つ
詠
を
承
け
て
そ
れ
ぞ
れ
が
構
想
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
Ｄ
歌
に
し
て
も
『
萬
葉
集
私
注
』
が
「
或
は
乙
麿
の
こ
と
に
關
係
な
い
湊
の
歌
が
反
歌
と
し
て
取
り
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
」
と
疑
っ
た
よ
う
に
、
仮
に
「
反
歌
一
首
」
の
題
詞
を
持
た
な
け
れ
ば
Ｃ
歌
と
の
連
絡
が
不
明
に
な
る
ほ
ど
だ
。
前
掲
小
島
論
文
が
「
乙
麻
呂
配
流
事
件
を
そ﹅
れ﹅
ぞ﹅
れ﹅
歌
つ
た
も
の
」（
傍
点
影
山
）
と
評
し
た
の
は
こ
う
し
た
あ
り
よ
う
を
と
ら
え
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
相
互
の
対
話
が
成
立
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
各
歌
が
す
れ
違
い
な
が
ら
、
し
か
し
な
お
結
果
的
に
全
体
は
ひ
と
つ
の
焦
点
へ
と
収
斂
し
て
い
る
と
も
言
い
う
る
。
収
斂
す
る
一
点
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
被
配
流
者
乙
麻
呂
の
高
雅
な
人
格
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
・
Ｂ
歌
は
私
通
に
よ
り
罪
人
と
な
っ
た
乙
麻
呂
を
い
っ
さ
い
非
難
・
批
判
す
る
こ
と
な
く
、
過
酷
な
処
遇
を
受
け
る
姿
に
限
り
な
い
同
情
の
ま
な
ざ
し
を
寄
せ
、
安
否
を
気
遣
っ
て
、
早
期
の
帰
還
を
衷
心
よ
り
祈
っ
て
い
る
。「
住
吉
の
現
人
神
」
の
加
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護
を
願
う
の
は
家
人
の
切
実
な
心
理
で
も
あ
ろ
う
が
、
裏
返
せ
ば
、
乙
麻
呂
が
住
吉
大
神
の
加
護
を
受
け
る
に
足
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
も
い
る
。
Ａ
歌
冒
頭
「
石
上
布
留
の
尊
」
の
表
現
に
関
し
て
「
た
は
む
れ
て
名
づ
け
た
」（
澤
瀉
『
注
釈
』）、「
古
い
人
間
、
駄
目
な
人
間
の
意
の
貶
」（
土
屋
『
私
注
』）
な
ど
と
解
し
て
「
哀
れ
み
」
か
ら
「
揶
揄
」
に
近
寄
る
含
み
を
指
摘
す
る
向
き
も
あ
る
が
（
伊
藤
博
氏
『
釈
注
』
な
ど
）、
吉
井
氏
『
全
注
』
が
詳
細
に
説
い
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
乙
麻
呂
を
蔑
む
意
識
は
介
在
し
な
い
。
「
石
上
布
留
の
尊
」
と
つ
づ
く
表
現
に
、
万
葉
人
は
ま
ず
石
上
振
神
宮
や
石
上
振
之
神
を
感
じ
と
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
神
宮
や
神
に
ゆ
か
り
の
深
い
石
上
氏
を
、
石
上
布
留
社
の
殿
様
と
呼
ん
だ
ま
で
で
、
そ
こ
に
は
乙
麻
呂
が
名
門
の
出
自
で
あ
る
こ
と
の
主
張
は
あ
っ
て
も
、
蔑
視
の
意
の
入
り
こ
む
余
地
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
「
た
わ
や
め
の
惑
ひ
に
因
り
て
」
の
叙
述
に
つ
い
揶
揄
の
含
み
を
直
観
し
た
く
な
る
の
は
現
代
人
に
共
通
の
嗅
覚
か
も
し
れ
な
い
が
、
歌
中
に
「
尊
」
を
用
い
る
の
は
題
詞
「
卿
」
字
と
響
き
合
っ
て
乙
麻
呂
へ
の
敬
意
が
維
持
さ
れ
、
か
よ
う
に
尊
ば
れ
る
べ
き
人
で
あ
り
な
が
ら
「
馬
じ
も
の
」「
鹿
じ
も
の
」
の
扱
い
を
受
け
る
不
当
が
Ａ
で
は
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
乙
麻
呂
自
身
の
立
場
に
立
つ
Ｃ
・
Ｄ
歌
に
お
い
て
は
、
同
じ
く
流
罪
に
断
ぜ
ら
れ
た
中
臣
宅
守
の
詠
に
、
立
ち
反
り
泣
け
ど
も
我
は
験
な
み
思
ひ
わ
ぶ
れ
て
寝
る
夜
し
そ
多
き
（
15
・
三
七
五
九
）
世
間
の
常
の
理
か
く
さ
ま
に
な
り
来
に
け
ら
し
す
ゑ
し
種
か
ら
（
15
・
三
七
六
〇
）
の
反
省
・
後
悔
が
目
立
つ
の
と
は
異
な
り
、
父
母
に
対
す
る
「
孝
」
の
倫
理
観
を
前
面
に
立
て
て
粛
々
と
配
地
に
下
る
姿
勢
を
う
た
う
。
「
吾
者
叙
追
」
に
つ
い
て
小
学
館
新
編
全
集
『
萬
葉
集
』
に
「
こ
の
オ
フ
は
目
的
地
を
目
ざ
し
て
真
っ
直
ぐ
に
進
む
こ
と
」
と
注
す
る
と
お
り
で
あ
れ
ば
、
未
練
や
躊
躇
い
を
捨
て
て
配
地
を
目
指
す
乙
麻
呂
の
潔
さ
が
こ
の
語
に
凝
縮
し
て
い
る
と
見
ら
れ
よ
う
。
Ａ
・
Ｂ
歌
の
同
情
を
受
け
止
め
な
い
こ
と
が
か
え
っ
て
冷
厳
な
乙
麻
呂
の
姿
勢
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
と
も
い
え
る
。
Ｄ
歌
で
も
悲
嘆
や
悔
恨
を
口
に
す
る
か
わ
り
に
、
自
ら
の
運
命
を
冷
静
か
つ
客
観
的
に
受
け
入
れ
る
器
量
を
示
す
。
『
懐
風
藻
』
は
乙
麻
呂
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
伝
を
載
せ
る
。
石
上
中
納
言
は
、
左
大
臣
の
第
三
子
な
り
。
地
望
清
華
、
人
才
穎
秀
。
雍
容
間
雅
、
甚
だ
風
儀
に
善
し
。
志
を
典
墳
に
勗
め
り
と
雖
も
、
亦
頗
る
篇
翰
を
愛
む
。
嘗
て
朝
譴
有
り
て
、
南
荒
に
飄
寓
す
。
淵
に
臨
み
沢
に
吟
び
て
、
心
を
文
藻
に
写
す
。
遂
に
悲
藻
両
巻
有
り
、
今
世
に
伝
は
る
。
天
平
年
中
に
、
詔
し
て
入
唐
使
を
簡
ば
し
め
た
ま
ふ
。
元
来
此
の
挙
其
の
人
を
得
る
こ
と
難
し
。
時
に
朝
堂
に
選
ぶ
に
、
公
が
右
に
出
づ
る
も
の
無
し
。
遂
に
大
使
に
拝
さ
る
。
衆
は
悦
び
服
ふ
。
時
に
推
さ
ゆ
る
こ
78
と
、
皆
此
の
類
な
り
。
然
す
が
に
遂
に
往
か
ず
あ
り
き
。
其
の
後
従
三
位
中
納
言
を
授
け
ら
ゆ
。
台
位
に
登
り
て
よ
り
、
風
采
日
に
新
し
。
芳
猷
遠
し
と
雖
も
、
遺
列
蕩
然
な
り
。
時
に
年
若
干
。
学
才
や
容
貌
へ
の
賛
辞
は
伝
記
の
常
套
で
あ
る
と
し
て
も
、「
南
荒
」
に
「
飄
寓
」
す
る
境
遇
の
な
か
で
綴
っ
た
詩
文
へ
の
称
賛
、
入
唐
大
使
選
出
時
の
「
衆
悦
服
」
は
こ
の
人
の
資
質
と
人
望
の
高
さ
に
対
す
る
的
確
な
顕
彰
で
あ
ろ
う
。
容
易
に
気
づ
か
れ
る
の
は
、
右
が
Ａ
〜
Ｄ
か
ら
抽
出
さ
れ
る
情
報
と
何
ら
矛
盾
の
な
い
点
で
あ
る
。
む
し
ろ
乙
麻
呂
に
対
す
る
こ
う
し
た
世
論
が
Ａ
〜
Ｄ
に
凝
縮
し
た
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
だ
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
小
島
が
「
戯
曲
的
」
と
説
き
、
伊
藤
が
「
歌
語
り
」
と
説
い
た
と
こ
ろ
が
首
肯
さ
れ
て
よ
い
。
吉
井
氏
『
全
注
』
に
も
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
配
流
事
件
は
、
急
速
に
昇
進
し
た
高
官
の
恋
と
配
流
と
い
う
、
耳
目
を
驚
か
せ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
宮
廷
内
外
の
関
心
も
高
く
、
以
上
の
よ
う
な
歌
謡
的
作
品
が
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
件
の
真
相
や
背
後
事
情
は
と
も
か
く
と
し
て
、
乙
麻
呂
配
流
事
件
は
、
卓
越
し
た
才
覚
と
魅
力
あ
る
人
間
性
を
備
え
な
が
ら
罪
を
負
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
不
遇
な
官
僚
の
身
の
上
、
と
い
う
こ
と
で
当
時
の
人
々
に
迎
え
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
歌
群
は
、
伝
誦
に
由
来
す
る
に
せ
よ
文
人
の
手
に
な
る
創
作
に
せ
よ
、
Ａ
〜
Ｄ
は
乙
麻
呂
の
身
に
出
来
し
た
出
来
事
に
対
す
る
世
間
的
評
価
を
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
完
結
し
た
作
品
た
り
え
て
い
る
と
考
え
る
。
あ
え
て
主
観
を
追
加
す
る
な
ら
、
全
体
に
漂
う
歌
謡
性
は
む
し
ろ
意
図
的
に
持
ち
込
ま
れ
た
装
置
で
あ
り
、
い
ち
い
ち
が
す
れ
違
う
よ
う
に
装
い
つ
つ
も
統
一
的
主
題
の
具
現
化
が
志
向
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
錯
綜
し
た
印
象
は
出
来
し
た
事
件
が
投
げ
か
け
る
波
紋
の
大
き
さ
に
応
じ
て
い
る
の
だ
と
受
け
取
れ
ば
、
実
は
周
到
に
計
算
さ
れ
た
歌
群
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
与
え
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
に
汲
み
取
ら
れ
る
被
配
流
者
・
乙
麻
呂
の
「
心
」
が
、
元
興
寺
僧
の
自
嘆
、
さ
ら
に
は
故
豊
嶋
采
女
の
悲
哀
に
重
な
り
合
う
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
小
稿
の
見
通
し
で
あ
る
。
四
人
に
知
ら
え
ず
十
年
戊
寅
元
興
寺
之
僧
自
嘆
歌
一
首
白
玉
は
人
に
知
ら
え
ず
知
ら
ず
と
も
よ
し
知
ら
ず
と
も
我
し
知
れ
ら
ば
知
ら
ず
と
も
よ
し
（
６
・
一
〇
一
八
）
右
一
首
或
云
元
興
寺
之
僧
獨
覺
多
智
未
有
顕
聞
衆
諸
狎
侮
因
此
僧
作
此
歌
自
嘆
身
才
也
前
記
し
た
と
お
り
、
ひ
と
り
の
僧
が
身
の
才
を
誇
り
つ
つ
も
世
間
に
知
ら
れ
ぬ
こ
と
を
「
自
嘆
」
す
る
つ
ぶ
や
き
が
天
平
十
年
に
限
定
的
に
結
び
つ
く
必
然
性
に
は
思
い
至
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
一
回
か
ぎ
79 萬葉集の天平十年
り
の
「
自
嘆
」
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
く
、
低
徊
し
て
出
口
を
見
な
い
思
念
が
右
な
の
で
あ
り
、「
知
ら
え
ず
」「
知
ら
ず
と
も
」「
知
ら
ず
と
も
」「
知
れ
ら
ば
」「
知
ら
ず
と
も
」
の
堂
々
巡
り
が
そ
の
低
徊
を
如
実
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
松
本
信
道
氏
は
、「
天
平
十
年
」「
元
興
寺
僧
」「
自
嘆
」「
白
珠
」「
独
覚
」「
多
智
」
の
六
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
そ
れ
ら
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
う
る
人
物
を
推
考
し
、
早
く
寺
崎
修
一
氏
が
、
万
葉
集
第
六
巻
の
天
平
十
年
（
時
に
智
光
三
十
歳
）
元
興
寺
之
僧
自
嘆
の
歌
（
中
略
）
の
一
首
は
、
茲
に
借
り
て
以
て
、
智
光
の
心
情
を
巧
に
描
出
し
得
る
と
思
ふ14
）
。
と
述
べ
た
と
こ
ろ
を
敷
衍
し
て
、
一
首
の
詠
作
者
（
元
興
寺
之
僧
）
に
適
合
す
る
人
物
に
智
光
を
提
案
し
た
。
「
天
平
十
年
」
の
前
後
の
歴
史
的
状
況
を
み
る
と
、
元
昉
の
僧
正
直
任
と
そ
れ
に
反
発
し
た
道
慈
の
律
師
辞
任
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
こ
の
歌
の
題
詞
と
左
注
の
背
景
に
あ
り
、
世
俗
的
栄
達
を
追
及
す
る
元
昉
と
「
独
覚
」・「
多
智
」
を
理
想
と
す
る
元
興
寺
の
智
光
と
の
対
立
が
、
こ
の
歌
お
よ
び
題
詞
と
左
注
に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か15
）
松
本
論
に
先
立
っ
て
佐
竹
真
由
美
氏
は
、
左
注
中
の
「
独
覚
」
「
多
智
」
に
つ
き
仏
典
用
例
の
詳
密
な
検
討
か
ら
そ
の
意
義
を
確
定
し
、
当
該
「
元
興
寺
之
僧
」
の
人
間
像
を
次
の
よ
う
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。
奈
良
の
元
興
寺
内
で
学
問
修
行
に
明
け
暮
れ
て
い
る
限
り
不
可
能
と
思
わ
れ
る
「
独
覚
」
の
環
境
も
、
ひ
と
た
び
吉
野
の
山
中
に
入
れ
ば
、
飛
花
落
葉
、
十
二
因
縁
を
観
ず
る
に
は
絶
好
の
「
独
覚
」
的
環
境
で
あ
っ
た
。
吉
野
比
蘇
山
を
別
所
と
す
る
元
興
寺
の
僧
に
「
独
覚
」
を
称
す
る
者
が
い
た
と
し
て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
…
（
中
略
）
…
「
独
覚
」
に
し
て
「
多
智
」
で
あ
っ
た
と
い
う
元
興
寺
の
僧
は
、
彼
が
山
林
修
行
と
寺
内
で
の
正
法
研
学
と
、
そ
の
両
方
を
兼
修
し
た
結
果
の
成
果
だ
っ
た
と
考
え
る
。
定
め
て
彼
は
、
智
に
お
い
て
も
、
行
に
お
い
て
も
、
余
人
に
引
け
を
取
ら
な
い
自
信
に
満
ち
て
い
た
に
相
違
な
い16
）
。
た
だ
し
佐
竹
氏
は
当
該
歌
左
注
を
「
歌
の
方
か
ら
派
生
し
た
異
説
」
と
解
し
、
本
来
は
仏
教
的
背
景
を
持
た
な
い
民
間
伝
承
の
旋
頭
歌
で
あ
っ
た
も
の
に
、
い
つ
し
か
「
独
覚
」
の
意
義
を
付
与
し
て
、「
不
遇
孤
高
の
「
独
覚
」
僧
た
ち
の
口
ず
さ
み
と
し
て
、
元
興
寺
の
な
か
で
愛
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
」
の
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
天
平
十
年
と
結
合
し
た
に
つ
い
て
は
、
続
日
本
紀
天
平
十
年
閏
七
月
条
、
乙
巳
、
以
行
達
法
師
・
栄
弁
法
師
為
少
僧
都
。
行
信
法
師
為
律
師
。
の
記
事
を
参
照
し
、
元
興
寺
の
高
僧
・
行
信
の
出
世
が
当
該
歌
を
こ
80
の
年
の
詠
と
し
て
位
置
づ
け
る
契
機
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
示
唆
に
富
む
論
で
あ
る
。「
独
覚
」「
多
智
」
を
兼
備
し
た
僧
侶
の
風
貌
は
佐
竹
氏
の
説
く
と
お
り
で
あ
ろ
う
し
、
仏
教
者
の
「
自
嘆
」
が
当
時
の
元
興
寺
内
で
愛
唱
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
考
慮
さ
れ
て
よ
い
。
松
本
氏
が
「
独
覚
」
を
、
大
乗
的
な
菩
薩
（
衆
生
救
済
・
社
会
事
業
・
行
動
的
な
菩
薩
僧＝
行
基
）
と
対
比
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
小
乗
的
な
営
み
（
寺
院
に
寂
居
し
て
学
問
研
究
に
専
念＝
智
光
）
で
あ
る
と
把
握
し
た
の
も
ま
た
興
味
深
い
見
解
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、「
天
平
十
年
」
の
事
実
性
を
過
大
視
し
て
「
元
興
寺
之
僧
」
に
智
光
や
行
信
な
ど
高
名
な
僧
を
代
入
す
る
の
は
適
切
で
な
い
。
日
本
霊
異
記
中
巻
第
七
縁
な
ど
を
想
起
し
つ
つ
読
者
が
智
光
の
影
を
こ
こ
に
垣
間
見
る
の
は
自
由
だ
が
、
そ
れ
で
は
題
詞
に
「
元
興
寺
之
僧
」
と
記
し
た
萬
葉
集
の
意
図
を
読
み
取
っ
た
こ
と
に
な
る
ま
い
。
天
平
年
間
の
元
興
寺
に
そ
の
よ
う
な
「
自
嘆
」
す
る
僧
侶
が
存
在
し
え
た
こ
と
を
佐
竹
氏
の
論
に
よ
っ
て
確
か
め
て
お
け
ば
十
分
で
あ
る
。
一
首
は
、「
多
智
」
で
あ
り
な
が
ら
い
ま
だ
「
顕
聞
」
の
な
い
、
つ
ま
り
自
己
評
価
と
第
三
者
評
価
と
が
バ
ラ
ン
ス
し
な
い
無
名
の
僧
侶
に
よ
る
独
白
と
受
け
取
る
べ
き
な
の
で
あ
り
、
循
環
す
る
思
考
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
自
ら
問
い
か
け
自
ら
答
え
る
に
相
応
し
い
旋
頭
歌
体
が
採
用
さ
れ
た
も
の
と
納
得
さ
れ
る
。
歴
史
的
社
会
的
現
実
と
整
合
す
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
萬
葉
集
巻
六
が
証
言
し
て
い
る
の
は
、
不
遇
を
託
つ
僧
侶
が
天
平
十
年
の
元
興
寺
に
存
在
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
裏
取
り
を
要
求
し
て
は
い
な
い
。
さ
て
、
八
月
二
十
日
右
大
臣
橘
諸
兄
宅
に
お
い
て
誦
詠
さ
れ
た
豊
嶋
采
女
歌
に
も
「
人
に
知
ら
え
ず
」
の
嘆
き
が
吐
露
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
秋
八
月
廿
日
宴
右
大
臣
橘
家
歌
四
首
長
門
な
る
沖
つ
借
島
奥
ま
へ
て
我
が
思
ふ
君
は
千
歳
に
も
が
も
（
６
・
一
〇
二
四
）
右
一
首
長
門
守
巨
曽
倍
對
馬
朝
臣
奥
ま
へ
て
我
を
思
へ
る
我
が
背
子
は
千
歳
五
百
歳
あ
り
こ
せ
ぬ
か
も
（
６
・
一
〇
二
五
）
右
一
首
右
大
臣
和
歌
も
も
し
き
の
大
宮
人
は
今
日
も
か
も
暇
を
な
み
と
里
に
出
で
ざ
ら
む
（
６
・
一
〇
二
六
）
右
一
首
右
大
臣
傳
云
故
豊
嶋
采
女
歌
橘
の
本
に
道
踏
む
八
ち
ま
た
に
物
を
そ
思
ふ
人
に
知
ら
え
ず
（
６
・
一
〇
二
七
）
右
一
首
右
大
辨
高
橋
安
麻
呂
卿
語
云
故
豊
嶋
采
女
之
作
也
但
或
本
云
三
方
沙
弥
戀
妻
苑
臣
作
歌
然
則
豊
嶋
采
女
當
時
當
所
口
吟
此
歌
主
客
に
よ
る
常
套
的
な
挨
拶
に
続
い
て
主
人
諸
兄
お
よ
び
高
橋
安
麻
81 萬葉集の天平十年
呂
が
豊
嶋
采
女
作
歌
と
伝
え
る
詠
を
伝
読
し
た
と
い
う
記
録
で
あ
る
。
豊
嶋
采
女
に
対
し
て
は
揃
っ
て
「
故
」
字
を
付
し
て
い
る
の
で
、
宴
席
開
催
時
に
こ
の
女
性
は
故
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
単
に
そ
の
詠
歌
を
披
露
す
る
た
め
だ
け
で
あ
れ
ば
故
人
で
あ
る
こ
と
の
表
示
は
不
要
の
は
ず
で
、
あ
え
て
そ
れ
を
付
記
し
た
の
は
、
当
日
の
宴
で
豊
嶋
采
女
に
由
来
す
る
二
首
を
享
受
す
る
の
に
必
須
の
情
報
だ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
旧
稿
に
次
の
よ
う
に
結
論
し
た
。
確
か
な
こ
と
は
豊
嶋
采
女
が
故
人
で
あ
り
、
諸
兄
は
じ
め
宴
席
構
成
者
は
そ
の
す
で
に
世
に
な
い
采
女
の
詠
歌
を
享
受
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
豊
嶋
采
女
が
死
去
し
た
こ
と
で
詠
歌
誦
詠
の
意
義
を
獲
得
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
四
首
を
一
括
り
と
し
て
編
集
・
提
示
す
る
意
図
の
中
心
に
豊
嶋
采
女
歌
が
あ
る
こ
と
も
動
く
ま
い
。
そ
こ
ま
で
を
確
認
し
た
上
で
本
論
は
、
豊
嶋
采
女
が
恋
の
詠
を
残
し
つ
つ
も
采
女
の
立
場
ゆ
え
に
そ
の
恋
を
全
う
す
る
こ
と
な
く
死
を
迎
え
た
も
の
と
推
測
し
、
采
女
へ
の
同
情
や
共
感
を
宴
席
の
場
面
に
諸
兄
・
安
麻
呂
が
続
い
て
話
題
提
供
し
た
も
の
と
い
う
把
握
を
試
み
た17
）
。
恋
愛
の
自
由
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
采
女
が
「
大
宮
人
」
に
思
い
を
寄
せ
た
と
き
、「
人
に
知
ら
え
」
ぬ
懊
悩
を
味
わ
う
の
は
不
可
避
だ
。
そ
の
恋
を
遂
げ
ら
れ
ず
死
去
し
た
采
女
の
身
の
上
に
同
情
し
哀
れ
む
と
い
う
の
が
当
日
の
宴
席
（
の
あ
る
時
間
帯
）
の
趣
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
巻
八
・
一
五
七
四
〜
一
五
八
〇
歌
と
同
日
の
宴
で
あ
り
な
が
ら
右
四
首
を
そ
れ
と
分
断
し
て
巻
六
に
編
集
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
主
客
間
に
交
わ
さ
れ
た
唱
和
が
互
い
に
「
奥
ま
へ
て
思
ふ
」
内
面
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
抑
制
し
た
心
情
と
豊
嶋
采
女
歌
の
描
き
出
す
忍
ぶ
恋
と
が
接
点
を
結
ぶ
か
ら
で
あ
る
と
旧
稿
に
推
論
し
た
。現
時
点
で
右
を
更
新
す
る
準
備
は
な
い
が
、
当
該
四
首
を
巻
六
の
こ
の
位
置
に
定
位
す
る
意
味
に
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
遺
漏
で
あ
っ
た
。
叙
上
を
踏
ま
え
そ
の
点
を
再
考
す
る
な
ら
、
ど
う
し
て
も
采
女
に
よ
る
「
人
に
知
ら
え
ず
」
の
嗟
歎
表
出
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
年
の
詠
出
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
元
興
寺
僧
歌
と
豊
嶋
采
女
歌
と
に
ま
っ
た
く
同
じ
表
現
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
た
だ
の
偶
合
と
退
け
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
両
者
が
同
一
の
言
辞
を
も
っ
て
自
身
の
境
遇
を
悲
嘆
し
て
い
る
点
に
編
集
上
の
関
心
が
向
け
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
僧
侶
の
不
遇
と
采
女
の
不
遇
、
両
者
は
も
と
よ
り
直
接
の
交
渉
を
持
た
な
い
し
、
抱
か
れ
て
い
る
心
情
の
実
質
も
大
き
く
食
い
違
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
一
方
は
平
城
京
元
興
寺
に
お
い
て
、
他
方
は
宮
中
に
お
い
て
、
奇
し
く
も
と
も
に
「
人
に
知
ら
え
」
ぬ
自
身
の
身
の
上
を
述
懐
し
て
い
る
と
い
う
点
で
二
つ
の
歌
群
は
連
繫
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
見
る
と
き
、
石
上
乙
麻
呂
の
境
遇
も
ま
た
配
地
土
左
に
あ
っ
て
人
に
知
ら
れ
ぬ
懊
悩
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
思
い
合
わ
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
Ａ
〜
Ｄ
に
描
き
出
さ
れ
る
乙
麻
呂
の
内
82
面
が
元
興
寺
僧
・
豊
嶋
采
女
両
者
に
抱
か
れ
て
い
る
そ
れ
と
疎
遠
で
な
い
こ
と
は
誰
に
も
了
解
さ
れ
る
は
ず
だ
。
三
者
の
内
面
を
公
約
数
的
に
ま
と
め
る
と
す
る
と
、
当
人
の
人
格
や
才
覚
・
美
質
に
照
ら
し
て
、
本
来
そ
う
あ
る
べ
き
で
な
い
状
態
に
強
制
的
に
置
か
れ
た
者
の
苦
悩
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
か
く
し
て
、
身
の
不
遇
を
託
つ
僧
侶
の
歌
、
遠
国
に
配
流
さ
れ
た
不
遇
の
高
官
乙
麻
呂
関
係
歌
、
身
分
と
立
場
ゆ
え
に
恋
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ず
死
去
し
た
薄
幸
の
采
女
の
歌
、
が
順
に
並
ぶ
次
第
と
な
り
、
そ
の
配
列
に
巻
六
・
天
平
十
年
の
鮮
や
か
な
歴
史
認
識
を
見
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
天
平
十
年
は
ま
さ
に
「
不
遇
」
の
時
間
と
し
て
の
評
価
を
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
平
五
年
に
月
の
歌
と
親
族
間
の
宴
席
歌
と
が
執
拗
に
続
く
様
相
を
思
い
起
こ
し
た
い
。
天
平
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
の
時
期
を
皇
都
の
最
高
潮
と
振
り
返
る
の
が
萬
葉
集
巻
六
の
歴
史
認
識
で
あ
っ
た
の
だ
と
み
る
な
ら
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
傾
向
を
も
つ
詠
歌
を
連
続
さ
せ
る
天
平
十
年
は
、
平
城
京
都
市
民
が
諸
処
で
不
遇
を
託
つ
、
翳
り
の
見
え
は
じ
め
る
時
期
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
そ
の
裏
付
け
を
正
史
に
求
め
る
意
味
は
な
く
、
ま
た
こ
の
翳
り
を
歴
史
的
事
実
と
受
け
止
め
る
必
要
も
な
く
、
あ
く
ま
で
萬
葉
集
巻
六
が
独
自
に
そ
う
し
た
評
価
を
下
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
村
瀬
憲
夫
氏
は
巻
六
巻
末
部
に
展
開
す
る
歌
々
に
即
し
て
「
う
つ
ろ
ひ
と
無
常
の
自
覚
」
と
「
を
ち
か
へ
り
と
永
遠
へ
の
願
い
」
と
を
共
通
主
題
に
析
出
し
た
が18
）
、
そ
う
し
た
思
想
性
や
世
界
観
が
天
平
十
年
の
配
列
に
も
少
な
か
ら
ず
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
い
。
む
す
び
石
上
乙
麻
呂
の
配
流
事
件
に
つ
い
て
正
史
と
萬
葉
集
と
の
間
に
齟
齬
を
生
じ
て
い
た
の
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
上
記
の
理
解
に
立
つ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
け
っ
し
て
編
纂
者
の
不
見
識
に
よ
る
誤
認
・
思
い
違
い
で
は
な
く
て
、
巻
六
の
歴
史
認
識
に
基
づ
く
意
図
的
な
操
作
で
あ
っ
た
と
把
握
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
営
為
は
、
各
種
の
情
報
を
公
平
に
見
比
べ
ら
れ
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
著
し
く
不
当
な
こ
と
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
時
を
遡
っ
て
再
構
築
さ
れ
る
「
歴
史
」
と
は
宿
命
的
に
そ
う
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
萬
葉
集
は
正
史
参
照
の
義
務
を
享
受
者
に
要
請
し
て
は
い
な
い
。「
流
行
語
大
賞
」
や
「
今
年
の
漢
字
」
が
や
が
て
そ
の
一
年
を
象
徴
し
て
し
ま
う
よ
う
に
、
記
録
さ
れ
定
着
し
た
言
辞
だ
け
が
そ
の
時
間
帯
の
本
質
の
ご
と
く
登
録
さ
れ
、
他
の
情
報
を
排
除
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
天
平
十
年
が
「
歴
史
」
の
ひ
と
つ
の
画
期
で
あ
る
た
め
の
根
拠
に
、
乙
麻
呂
の
土
左
配
流
を
こ
の
年
の
出
来
事
と
し
て
固
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
乙
麻
呂
歌
群
に
は
、
流
さ
れ
ゆ
く
自
ら
の
身
の
上
を
憂
う
Ｃ
Ｄ
に
前
置
し
て
、
家
人
に
よ
る
悲
嘆
Ｂ
と
時
の
人
の
哀
訴
Ａ
と
が
配
さ
れ
て
い
た
。
自
嘆
す
る
僧
侶
と
采
女
、
そ
し
て
乙
麻
呂
の
83 萬葉集の天平十年
「
人
に
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ら
え
」
ぬ
孤
独
な
物
思
い
を
提
示
す
る
に
あ
た
り
、
こ
こ
に
「
時
の
人
」
の
介
在
が
あ
る
こ
と
の
意
味
は
小
さ
く
な
い
。
当
事
者
と
対
話
の
回
路
が
結
ば
な
い
第
三
者
の
設
定
に
よ
り
前
後
の
円
滑
な
融
合
が
実
現
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
と
、
天
平
十
年
の
全
体
が
巧
み
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
あ
た
り
を
い
ま
す
こ
し
追
究
す
る
こ
と
で
、
扱
い
に
く
い
乙
麻
呂
歌
群
解
析
に
接
近
す
る
糸
口
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
注１
）
引
用
に
際
し
て
歌
文
の
訓
読
・
表
記
等
は
『
年
表
』
の
そ
れ
を
適
宜
改
め
た
が
、
歌
の
前
に
付
さ
れ
た
×
印
は
原
著
の
ま
ま
。
２
）
五
味
智
英
「
乙
麻
呂
・
若
売
配
流
の
事
情
（
一
）」（『
ア
ラ
ラ
ギ
』
六
十
巻
三
号
、
昭
和
42
年
３
月
）
３
）
吉
井
厳
氏
『
萬
葉
集
全
注
巻
第
六
』（
有
斐
閣
、
昭
和
59
年
）
所
収
「
万
葉
集
巻
第
六
概
説
」
に
よ
る
。
な
お
、
同
趣
旨
の
主
張
が
吉
井
氏
「
萬
葉
集
巻
六
に
つ
い
て
｜
題
詞
を
中
心
と
し
た
考
察
｜
」（『
萬
葉
集
へ
の
視
角
』
和
泉
書
院
、
平
成
２
年
╱
初
出
は
昭
和
56
年
）
に
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
４
）
渡
瀬
昌
忠
氏
「
石
上
乙
麻
呂
土
佐
国
に
配
さ
る
る
時
の
歌
」（『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
四
集
、
有
斐
閣
、
昭
和
53
年
）
５
）
吉
井
氏
注
３
）の
著
。
６
）
神
野
志
隆
光
氏
「『
万
葉
集
』
の
「
歴
史
」
世
界
｜
巻
六
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（『
萬
葉
』
第
二
百
十
四
号
、
平
成
25
年
３
月
）
７
）
市
瀬
雅
之
氏
「
編
纂
者
へ
の
視
点
｜
巻
六
の
場
合
｜
」（『
大
伴
家
持
論
｜
文
学
と
氏
族
伝
承
｜
』
お
う
ふ
う
、
平
成
９
年
）
は
吉
井
論
の
提
起
を
肯
定
し
つ
つ
も
巻
六
の
構
想
の
中
心
が
あ
く
ま
で
聖
武
天
皇
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
抑
制
的
修
正
を
求
め
る
。
８
）
伊
藤
博
氏
「
歌
語
り
の
方
法
」（『
萬
葉
集
の
表
現
と
方
法
上
』
塙
書
房
、
昭
和
50
年
）
９
）
小
島
憲
之
氏
「
口
頭
よ
り
記
載
へ
」（『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
中
』
塙
書
房
、
昭
和
39
年
）
10
）
中
西
進
氏
「
詩
人
・
文
人
」（『
中
西
進
万
葉
論
集
第
一
巻
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
（
上
）』、
講
談
社
、
平
成
７
年
╱
初
出
は
昭
和
37
年
）
11
）
渡
瀬
氏
注
４
）の
論
12
）
村
瀬
憲
夫
氏
「
石
上
乙
麻
呂
土
左
配
流
歌
群
の
成
り
立
ち
」（『
紀
伊
万
葉
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
平
成
７
年
、
初
出
は
昭
和
63
年
）
13
）
「
大
崎
」
を
海
草
郡
下
津
町
大
崎
に
求
め
る
の
は
中
山
厳
水
の
言
を
引
く
『
萬
葉
集
古
義
』
に
始
ま
り
、
加
太
・
田
倉
崎
を
あ
て
る
の
は
吉
井
厳
氏
の
見
解
（「
大
崎
の
神
の
子
浜
」『
萬
葉
集
へ
の
視
角
』
前
掲
）。
最
近
、
村
瀬
憲
夫
氏
は
乙
麻
呂
が
紀
伊
国
を
経
て
土
左
に
向
か
う
ル
ー
ト
を
重
視
し
て
こ
の
問
題
を
検
討
し
、「
大
崎
」
の
比
定
地
と
し
て
は
旧
説
が
穏
当
で
あ
る
こ
と
、
Ｄ
歌
に
「
大
崎
」
を
通
過
す
る
無
念
が
う
た
わ
れ
る
の
は
乙
麻
呂
一
行
が
「
紀
の
川
の
水
運
（
船
運
）
を
利
用
し
て
和
歌
の
浦
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
土
佐
に
向
け
て
出
港
し
た
」
た
め
で
あ
る
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
「
万
葉
集
・
石
上
乙
麻
呂
の
土
佐
配
流
歌
群
の
「
大
崎
﹈
｜
聖
武
天
皇
紀
伊
国
行
幸
の
道
筋
の
想
定
に
も
及
ぶ
｜
」（『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
第
66
号
、
平
成
26
年
11
月
）。
14
）
寺
崎
修
一
氏
「
元
興
寺
智
光
の
事
ど
も
」（『
現
代
仏
教
』
第
六
巻
、
昭
和
４
年
６
月
）
15
）
松
本
信
道
氏
「『
万
葉
集
』
巻
六
所
載
「
元
興
寺
之
僧
自
嘆
歌
」
の
成
立
の
背
景
」（『
仏
教
文
学
研
究
』
第
九
号
、
平
成
18
年
９
月
）
84
16
）
佐
竹
真
由
美
氏
「
元
興
寺
之
僧
自
嘆
歌
一
首
」（『
成
城
国
文
学
』
第
五
号
、
平
成
元
年
３
月
）。
同
論
は
「
独
覚
」
に
つ
い
て
阿
毘
達
磨
倶
論
ほ
か
に
拠
り
つ
つ
「
或
い
は
十
二
因
縁
を
観
じ
、
或
い
は
飛
花
落
葉
な
ど
天
地
自
然
の
理
に
触
れ
、
師
の
教
え
無
く
し
て
独
り
覚
る
者
」
の
意
で
あ
る
と
し
、「
多
智
」
と
は
「「
無
智
」
の
反
対
概
念
で
、
仏
教
で
は
「
七
正
法
」
の
一
つ
で
あ
る
」
と
す
る
。
17
）
影
山
尚
之
「
豊
嶋
采
女
の
恋
の
歌
｜
右
大
臣
橘
家
四
首
宴
席
歌
考
｜
」（『
萬
葉
和
歌
の
表
現
空
間
』
塙
書
房
、
平
成
21
年
）
18
）
村
瀬
憲
夫
氏
「
巻
六
巻
末
部
編
纂
の
構
想
｜
巻
六
の
現
態
の
読
解
を
通
し
て
巻
六
編
者
の
想
定
に
及
ぶ
｜
」（『
万
葉
集
編
纂
構
想
論
』
笠
間
書
院
、
平
成
26
年
）
85 萬葉集の天平十年
